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南
拳
と
は
中
国
南
方
に
伝
わ
る
拳
法
の

総
称
。
力
強
く
、
独
得
の
リ
ズ
ム
を
持
っ

た
各
種
の
拳
法
が
、
広
東
、
福
建
を
中
心

に
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

㌔

太
極
拳
、
八
卦
掌
と
い
っ
た
高
級
な
技

法
が
特
徴
の
拳
法
が
目
立
つ
北
方
の
拳
法

に
比

べ
、
南
方
の
拳
法
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ

湘

ま
り
高
級
で
な
い
よ
う
だ
。
力
ま
か
せ
、

-洲

゜

単
純
、
原
始
的
、
と
い

っ
た
印
象
で
と
ら

,,

え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り
合
う

フ

ル
コ
ン
タ
ク
ト
の
散
打
試
合
で
は
、
南
拳

は
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。
練
功
法
に

よ
っ
て
鍛
え
た
筋
肉
で
、
思
い
切
り
腕
を

振
り
回
す
豪
快
な
攻
撃
の
前
に
は
、
高
級

な
拳
法
で
あ
ろ
う
と
も
実
力
が
な
け
れ
は

叩
き
の
め
さ
れ
て
し
ま
う
。

,

ジ

・

上
違
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
威
力
満
点
の

.

r

技
に
、
さ
ら
に
巧
妙
な
妓
術
が
加
わ

っ
て

ゆ
く
の
だ
か
ら
、
実
に
戦
闘
力
の
高
い
拳

法
で
あ
畠

拳
恐
る
黛

と
雪
え
騰

貌

∵

・
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白

熱

の
サ
ザ
ン
・フ
ィ
ス
ト

白
熱

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
持

つ
、
実
戦
武
術

・南
拳
。
今
ま
で
知
ら
れ

る

こ
と
の
な
か

っ
た
そ

の
実
態
を
、
日
本

で
初
め
て
詳
し
く
紹
介
す

る
。

劉

湘

穂

●
り
ρ
・
し
夢

ほ

「
九

五
九
年

、

中
国

広
東

省

広
州

市
出
身

。

広
州

市

武
術
協

会

理
事

、

広
州

市

武
術
館

教

練
。

七
歳

よ

り
祖

父

の
劉
星

健

よ
り

洪
家

拳
、

先
天

功

な
ど

家
伝

の
武
術

を
学

ぶ
。
後

に
多

く

の
老

名
拳
師

に
師

事

し

、
内
家

拳
、

南
拳

、
北

拳

等
多

く

の
武
術

の
研

讃

に
励

ん

だ
。

広
東

省
、

広
州

市

の
多

く

の
大
会

で
優

勝

し
た

他

、
散

打
に

も
非
常

に
優

れ
て

い
る

。

現

在

は
九

十

四
歳

に
な

る
著

名
な

南
拳

拳
師

・
李

乗

山

に
師

事

。

遡
㌦」7

産 覧 ㌧ 、

癖
辱
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ド
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南
拳
と
は
何
か
?

=
一南
拳
と
は
ど
の
よ
う
な
拳
法
で
す
か
?

劉

南

拳

と
は

特
定

の
拳

法

を
指

す
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
中

国

南
方

の
拳

術
を

総
称

し

て
そ
う

呼
ぶ

の

で
す

。
ま

た
、

表
演

の
試

合

に
出

て
く

る

南
拳

は
、

洪

家
拳

な
ど

の
拳

法
を
中

心

に
派

手

で
見
ば

え

が
す

る
よ

う

に

ア

レ
ン
ジ

し
た

も

の
で
す

。

私
自
身

は
祖

父

に
家
伝

の
洪
家

拳
や

先
天

功
な
ど

の
武
術

を
学

び

ま
し

た
。

私

の
家

は

広
州
出
身
の
武
術
家
・

劉
湘
穂
老
師
に
問
う

代

々
武

術
を

伝
え

る
家
系

で
、
家

族

の
中

だ

け

で
保

守
的

に
教

え
ら

れ

る
も
め

な

の
で
す
。

家
伝

の
武
術

を

ひ

と
通
り
身

に

つ
け

た
後

は
、
他

の
武
術

家

と
交

流
し

た
り

、
実

力
あ

る
師

を
訪

ね

た
り

し

て
票
李

仏
拳

、
侠
家

拳

、

扇

子
功

、
陳

式

太
極

拳

、
蟷
螂

拳

な
ど

を
学

び
ま

し
た

。

一一一洪
家
拳
と
は
ど
ん
な
拳
法
で
す
か
?

劉

洪

家
拳

は
洪
拳

と

も

い

い
、

広

く
普

及

し

て

い
る
南

拳

で
す
。
普

及

し

て

い
る

だ
け

に
、
教

え

る
人

に
よ

っ
て
異

な

る
点
が

数

多

く

あ

る

の
で
す

が
。

"
拳
勢

剛

勤
"
と

い
う
よ

う

に
、

非
常

に
力
強

い
の
が
特

長

で
す
。

し

か
し

た
だ

力
強

い
だ
け

で
な
く

、
"
以
横

克
直

"

"
以
小
撃

大

々
と

い

っ
た

よ
う

に
、

角
度

や

方
向

の

工
夫

に
よ

っ
て
相

手

の
攻
撃

を
受

け

流
し

、

死
角

を
攻

め

る
、

と

い

っ
た

巧
妙

さ

も
備
え

て
い
ま
す

。
ニ

か
く
モ
う
け
い

て
つ
せ
ん

た
ん

套
路

に
は
、
虎

鶴

双
形
拳

、
鉄

線
拳

、
単

ニ
う
ふ
っ

こ

そ
う
こ
う
ふ
っ

こ

ご

け
い

工
伏
虎

拳
、

双
工
伏

虎
拳

、

五
形
拳

な
ど
が

あ

り
ま

す
。

本
来

は

一
、

二
套

し
か
な

か

っ

た

の
で
す
が

、
後

に
発

展

し
て
増

加

し
た

の

で
す
。

有
名

な
虎

鶴

双
形
拳

も

、
香
港

で
本

り
ん

せ

え
い

を

出
版

し
た

著
名

拳
師

・
林

世
栄

が
創

出
し

た

も

の
で
す

。

こ
れ

は
前
半

が
洪

拳
、

後
半

が

察
李

仏
拳

の
技

術
よ

り
成

り
立

っ
て

い
て
、

洪

拳

の
小
さ

な
動
作

と
、
察
李

仏

の
大

き
な

動

作
が

う
ま

く
組

み
合

わ
さ

れ

て

い
ま
す
。

こ
の
套

路
は

、
今

で

は
基

本
套

路

と
さ

れ
、

最

初

に
学

ぶ
こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。
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南

拳

の
中

て
も
最

も
完

備

し

て

い
る
、

と
言
わ

れ

る

洪
家

拳

力
強

く
、

ヵ
き

な
動

き
を

特

南
拳
の
実
戦
用
法

難

蕪
灘
藩
獺欝
購
戴

く

伝

λ

り
れ

て

い

る
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膨

1
、
構

え
た

姿
勢

か

ら
、

2
、

相

手
が

飛
び

込

ん

で
左

ス
ト

レ

ー
ト

で
攻

め

て
き

た
ら

、

3
、

右

に
体

を
開

い
て
か

わ
し

な
が

ら
、

左

手

で
攻
撃

を
受

け
流

し

、
同
時

に
右
手

の
鉤

手
(
指

先

を
そ

ろ
え

て

カ
ギ

の
よ
う

に
し
た

手

)

で
耳

の
後

ろ

の
急

所
を
突

く
。
〔
鶴
噛

沈

腺
〕

4
、

さ

ら

に
右
足

で
相

手

の
足

を

バ
ネ
上

げ

、

5
、
右

鉤
手

で
相

手

の
左

手
を

下
方

外
側

ヘ
ハ
ジ
キ
出

し
、

同
時

に
左
鉤

手

で
上

か
ら
胸

の
急

所

を
突

く
。
〔
独
脚

餓
鶴

〕

6
、
突

い
た

左

手
を
お

ろ

し
な

が

ら
相

手

の
左

手

を
押

さ
え

、
右

手

を
上

か

ら
回

し
て

鉤
手

で

胸

を
突

く
。

こ
の
左
、

右

の
鉤

手

に
よ

る
連
続

攻

撃
は

、
両

腕
を

風

車

の
よ
う

に
回

転

さ
せ

て

防
御

と
攻
撃

を

同
時

に
行

な
う

猛
烈

な

も

の
で
あ

る
。
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圏

編

、
構

え

た
姿

勢

か
ら

、

2
、
相

手
が

回

し
蹴

り

で
脇
腹

を
攻

め
て

き
た

ら
、

自
分

は
体

重
を

後

ろ

に
移

し
、
体

を
縮

め

て

イ

ン
パ
ク

ト

・
ポ

イ

ン
ト
を
ず

ら

し
な
が

ら

、
左

腕

で
ナ

ナ

4一
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メ
に
蹴

り
足

を

打

ち
払

う
。
〔
吊

脚

千
字

〕

3
、
相

手

は
蹴

り

の
あ
と

必
ら
ず

パ

ン
チ
を

出

し
て
く

る

の
で
、

右

方

に
足

を

踏

み
出

し

て
体

を
変
え

な
が

ら

、
左

手

で
突

き

を
受
け

流

し
、

4
、
右

手

刀
で
相

手

の
首
筋

を

打

つ
。
〔
転
射

撒
竹

〕

5
、
さ

ら

に
右

、
左

の
順

に
足

を
進

め

て
側

面

に
回

り
込

み
、

右
拳

の
上

部

で

胸

を

打

つ
。
〔
鉄

門
閂

槌

〕

欝、齢ぐ

驚し 、

恥 職

ど

}ノ

鴇
響
縷
.参勲
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撤
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構

え
た
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勢

か
ら
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2
、

相

手
が

上
段

回
し

蹴
り

を

し

か
け

て
き

た
ら

、
前

方
に
踏

み
込

み

つ

つ
、

3
、

左

腕
を

ね

じ
り
な

が

ら
蹴

り
を

受

け
流

し
、

同
時

に
右
拳

を

振

り
上
げ

て
股

間
を

打

つ
。
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4
、

さ

ら

に
相

手
が
パ

ン
チ
で

反
撃

し

て
き

た
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、
右

手
で
受

け

流

し
な
が

ら
、

腰
を

ひ
ね

つ

て
左

拳

で
腹

部

を
突
き

上
げ

る

。
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空
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王
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鴨
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イ
王
者

北
斗
の
覇
者
・長
田
賢

一

灼
熱
の
格
闘
技

ム
エ
タ
イ
へ
の
旅

禰

ザ
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男
タ
イ
・
ル
ン
ピ
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T
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/
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北 斗旗の若 き覇者 ・長田

賢 一が灼熱の タイ国 でム

エ タイ(タ イ式 ボクシン

グ)に 挑んだ!

対す るは、 ラジャ ダムナ

ン ・ウ ェル ター級 チャン

ピオ ンの ラクチ ャー ト ・

ソーパサ ドポン。

この ビデオはその 息詰ま

る 一戦の全記録で ある と

ともに、格闘空 手の総本

山、大道塾総本 部道場 で

の長田賢一一の トレーニン

グ風景、ムエ タイ名門ジ

ム、バ ンコク ・ム ンス リ

ー ンジムの練習模様 など

ほかでは滅 多に見られな

い 貴重な シー ンを納め た

ドキ ュメン ト・ビデオだ。

1お1申「込1み[方i法1

譲 診,＼」

●郵便 振替 か現 金書 留を御利 用の上 、代 金 を御 送金

かたが たお 申込み下 さい 、、

●ビデ オ機 種(VHSか β)の 別 を忘 れず に明 記 して下

さい。

●商品 は代 金着 信後1週 間程 度で お届 け致 します.

・制作・発売福 昌 堂
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、

構
え

た
姿

勢

か
ら

、

2
、

相

手
が

前
蹴

り

て
攻
め

て

き
た

ら
、

前
足

を
後

方

に
下
げ

て

か
わ

し
、
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〕

3
、
続

い
て
く

る
パ

ン
チ
を

右

手

で
受

け
流
し

、

4
、
急

激

に
腰
を

回
転

さ

せ

て
後
方

に
ふ
り
む

き
、

相

手

の
左

拳

を
左

手

で

バ
ネ

上
げ

、

5
、
右
掌

を

腹
部

に
打

ち

込
む

。
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